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準備２

北丹沢１２時間を走り終え、２週間後には「富士北麓２４時間リレー」３週間後には「富士登山競争」と７月は大忙し。モチベーション低くなりがちだが、富士北麓はチーム責任者ということで、手が抜けません！！男にはやらねばならん時があるんですたい。

爪が死んだ足・疲労という不安を抱えながらも出場。

スタート　→　おおっ　→　行けるぞ！　→　でもやっぱ厳しいなー　→　今年の弁当も油っぽい　→きのこパスタは食えん　→　眠い　→　なんとかキープ　→　お休み　→　やった！！　→　あれれ？？？　→　風神が迫ってくる　→　無念　→ゴール

という思いをし、その１週間後の富士登山は厳しい連戦で揉まれた為か、天候が曇りだった為か、

「今年楽かも」

と思いつつ完走。

「富士北麓２４時間」で夜中眠いわ疲労で辛い時に、チョコバーを食べコーラをガブ飲みしやした。

そしたらハイパー元気！眠気スッキリ！！ブラックブラックガムは何がブラックなの？

という訳で勿論、「富士登山競争」でも試しました。

ＣＭでも流れています。

お腹がすいたらスニッカーズなのです。

富士８合目の高級スニッカーズを食べ、コーラです。山岳にはメリケンの代表食品が効きます。ドクターペッパーもＧＯＯＤ。セブンアップは名前が７合目でアップアップという縁起でもないネーミングなのでＮＧ？これで８合目からスパート出来ます。

また、北丹沢の苦しさは富士で絶対生きます。富士登山で苦労されている方は是非丹沢へ起こしやすー。熱烈歓迎！！！

７月が終われば抜け殻状態の私。大菩薩は無くなったし、北海道も行かないし、ということで怠惰な生活。アイスのスプーンも進みます。クーリッシュとかいうウィダーみたいな容器のアイスにはガッカリ。量が少ない上に高い。爽シリーズはＧＯＯＤ。パピコは相変わらず美味しい。冷夏でアイス業界は悲惨です。井村屋は来年２４時間のスポンサーは大丈夫でしょうか？？

「ところで、山岳トレーニングはやったの？」

いーや。私レースで山は走りますが、山に練習は行きませーん。トレイルランナーでは無く、トレイルレースこっきりランナーです。

もちろん、レオディナバイトは北丹沢以来履いていません。

そんな感じで８月末赤城山での２０kmはボロボロ。アップダウンが激しいかったのは事実ですけどね。

気を取り直して、９月はリキいれるゾ。初旬には海浜稲毛１６キロ出場！レース後ＢＢＱで食べ過ぎました…。

中旬の３連休は福島へ。田部井淳子が経営するペンションに行ってきました。涼しい福島のアスファルト山道で３０km走！！でもアップダウンが激しくペースダウン…。

考え直して温泉に集中。磐梯には川自体が温泉の場所があり、温泉に入りたければ上流に登って行き、水着を着て飛び込めばＯＫ。豪勢な貸し切り露天風呂です。ただ、帰りの山道は寒い寒い。

下旬は、マイルが貯まったので北京へ。航空券タダ。明け方の紫禁城を走りました！！！でも、たかだか１０ｋｍ程度。北京ダックの食べ過ぎで胃がもたれました。あれは美味かった。北京ダック最高！！！！４０００円でまるごと一匹ＯＫ（多分４人前ぐらい）。皮はカリカリ。本当に美味しいところは、春巻きの皮の様なものは巻かないでガブリ。舌でとろける。「ミスター味っ子」並みのリアクション間違い無し。

北京ダックを食べ、ＴＤＬでドナルド見たら絶対ヨダレが出てきます。こんなこと女性陣に言ったら嫌われますよ。

他にも中華料理は美味い。なまこ料理だけはあまり好きにはなれませんでしたが…。

という訳で、９月はリキ入れて練習出来ませんでした。

アチャー。

準備３

あっという間に１０月。そろそろ本腰いれにゃあかん思って、アートスポーツへ行きました。獲物は？ヘッドランプ・ＣＷＸタイツ・ひざかんたん他。

ヘッドランプは、ただでさえ頭が大きくて重い（頭が良い訳ではない）うえに電池式はいかがなものかと思っていたら、電池はコードで腰に付けられる商品がありました。

早速アートスポーツの店員に聞きます。

「ＬＥＤだけのタイプでも大丈夫か？」

「電池は何時間持つの？」

疑問は尽きません。店員は相変わらず明確な答えはいいませんでしたが、

「俺、今年はこれ使うよ」

という商品がありました。早く言えよー、アンちゃん、と思いつつ値段チェック。６５００円もします。年１回の商品としては高級品。しかし、ランプが暗いと気分も暗くなってしまうとのアドバイスをもらい決定。ＬＥＤ３つとハロゲン１個の組み合わさっているランプです。

試走したかったところですが、時間も無く、また新潟フルマラソンも控えていたので効果的な練習は出来ませんでした。

「なんで大切なレースの前にフル走るの？」

という疑問にお答えしましょう。山岳耐久レースで故障し、６ヶ月走れなくなったという方が近くにいたからです。そこで、故障する前にフル走らにゃアカンと思ったわけです。また、お袋に聞いた話によると、新潟に親戚が住んでいて鮨屋を経営しているとのこと。デカイ店らしいですが、後継ぎがいないらしい。鮨職人かー、いいなー。ひょっとして鮨をご馳走してもらえる？、まだ板前さんなれる！？という夢を見る為に新潟に行きたくなったのです。

でもね、レース前にサッカーをやりスライディングをしたのがアダとなり、そこから黴菌が侵入。内腿が化膿してついには歩行困難に。２キロ歩くのに２回も休憩するという厳しい状態。フルは諦めました。鮨のご馳走・鮨職人の夢見も諦めました。フルの為色々と努力したのに。メッチャ悔しいー（水泳の選手の真似では無い）。けど足の化膿は痛かった。今後気をつけます。

さあ、いよいよ前日です。最後まで頭を悩ませたのは食料。なんたって２４時間も走り続ける訳です。食べなきゃ死んでしまいます。最適な量でハイカロリーなものを持っていかなければなりません。

しかし、そこはグルメな私。まずいゼリー飲料だけでは飽きてしまいます。つらいレースの些細な楽しみは食事なのです。

マルエツでスニッカーズ４本購入しました。スニッカーズのパワーは７月で実証済。

また、羊羹を１本購入しました。本当は虎屋の高級羊羹が良かったのですが、予算オーバーですので、マルエツの３００円栗羊羹で我慢我慢。これだけでも日本経済の状況が理解できるというものです！！

つづいて、アミノバイタルゼリー１６０ｋcal３個。怪しげなゼリー飲料１６０ｋcal２個。

甘いものばかりなので塩分を摂取したい。ということで「都こんぶ」一箱。

主食として、おにぎり６個。内容は、赤飯おにぎり・チャーハンおにぎり・鶏ご飯おにぎり・ツナ・シャケ・おかか。完璧過ぎる程、完璧です。

仕上げはミニあんぱん５個。これが、あんこが大量につまっていて美味しい。巣鴨刺抜き地蔵の豆大福でも良かったのですが、経費削減、経費削減。

